
JP 2014-104138 A 2014.6.9

10

(57)【要約】
【課題】治療光の照射による病変部の治療を従来に比べ
て短い時間で実施することが可能な内視鏡等を提供する
。
【解決手段】内視鏡は、被検体の体腔内に挿入可能な筒
形形状を有して形成された挿入部と、挿入部の先端部に
設けられ、体腔内に存在する被写体を照明するための照
明光を、先端部の前方へ照射するように構成された照明
光照射部と、先端部と一体にまたは別体に設けられ、体
腔内に存在する病変部の治療に用いられる治療光を、先
端部の側方または前方における略管状の領域内に同時に
照射するように構成された治療光照射部と、を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の体腔内に挿入可能な筒形形状を有して形成された挿入部と、
　前記挿入部の先端部に設けられ、前記体腔内に存在する被写体を照明するための照明光
を、前記先端部の前方へ照射するように構成された照明光照射部と、
　前記先端部と一体にまたは別体に設けられ、前記体腔内に存在する病変部の治療に用い
られる治療光を、前記先端部の側方または前方における略管状の領域内に同時に照射する
ように構成された治療光照射部と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記治療光照射部は、前記挿入部を内部に挿通可能な中空筒形形状を有して形成された
外装部材の先端部に設けられている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記治療光照射部は、治療光供給部から供給される前記治療光を伝送する治療光伝送部
と、前記治療光伝送部により伝送された前記治療光を、前記先端部の側方における略管状
の領域内に拡散して照射する光拡散部と、を有して構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記治療光照射部は、治療光供給部から供給される前記治療光を伝送する治療光伝送部
と、前記治療光伝送部により伝送された前記治療光を、前記先端部の前方における略管状
の領域内に拡散して照射する光拡散部と、を有して構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記先端部の前方へ照射された前記照明光の戻り光、及び、前記先端部の前方における
略管状の領域内に照射された前記治療光の戻り光をそれぞれ受光する受光部をさらに有す
る
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記照明光照射部は、照明光供給部から供給される前記照明光を伝送して端部から出射
する照明光伝送部と、所定の走査パターンに応じた軌跡を描くように前記照明光伝送部の
前記端部を揺動させる光走査部と、を有して構成されている
　ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記先端部の前方へ照射された前記照明光の戻り光の強度を維持するとともに、前記略
管状の領域内に照射された前記治療光の戻り光の強度を所定の減衰率で減衰させるような
光学特性を具備して構成されたフィルタ部と、
　前記フィルタ部を通過した戻り光を撮像し、当該撮像した戻り光に応じた撮像信号を生
成して出力するように構成された撮像部と、をさらに有する
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【請求項８】
　被検体の体腔内に挿入可能な筒形形状を有して形成された挿入部と、
　前記挿入部の先端部に設けられ、前記体腔内に存在する被写体を照明するための照明光
を、前記先端部の前方へ照射するように構成された照明光照射部と、
　前記先端部と一体にまたは別体に設けられ、治療光供給部から供給される前記治療光を
伝送する治療光伝送部と、前記治療光伝送部により伝送された前記治療光を、前記先端部
の前方における略管状の領域内に拡散して照射する光拡散部と、を有して構成された治療
光照射部と、
　前記先端部の前方へ照射された前記照明光の戻り光、及び、前記先端部の前方における
略管状の領域内に照射された前記治療光の戻り光をそれぞれ受光する受光部と、
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　前記受光部において受光された前記治療光の戻り光の強度を検出する光強度検出部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項９】
　前記光強度検出部により検出された前記治療光の戻り光の強度と、所望の治療用途に応
じて設定された閾値と、の比較結果に基づき、前記治療光の強度を前記閾値に近づけるよ
うに調整するための制御を行う制御部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記光強度検出部により検出された前記治療光の戻り光の強度が閾値を超えたことを検
出したタイミングにおいて、前記治療光の照射を停止させるための制御を行う制御部をさ
らに有する
　ことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記受光部において受光された前記照明光の戻り光の強度に応じた信号を生成して出力
する光検出部と、
　前記光検出部から出力される信号に応じた画像、及び、前記光強度検出部により検出さ
れた前記治療光の戻り光の強度を報知可能な視覚情報をそれぞれ生成するとともに、前記
画像及び前記視覚情報を併せて表示部に表示させる画像処理部と、をさらに有する
　ことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　被検体の体腔内に挿入可能な筒形形状を有して形成された挿入部と、
　前記挿入部の先端部に設けられ、前記体腔内に存在する被写体を照明するための照明光
を、前記先端部の前方へ照射するように構成された照明光照射部と、
　前記先端部と一体にまたは別体に設けられ、治療光供給部から供給される前記治療光を
伝送する治療光伝送部と、前記治療光伝送部により伝送された前記治療光を、前記先端部
の前方における略管状の領域内に拡散して照射する光拡散部と、を有して構成された治療
光照射部と、
　前記先端部の前方へ照射された前記照明光の戻り光の強度を維持するとともに、前記略
管状の領域内に照射された前記治療光の戻り光の強度を所定の減衰率で減衰させるような
光学特性を具備して構成されたフィルタ部と、
　前記フィルタ部を通過した各戻り光を撮像し、当該撮像した各戻り光に応じた撮像信号
を生成して出力するように構成された撮像部と、
　前記撮像部から出力される前記撮像信号に応じた画像を生成して表示部に表示させる画
像生成部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡システムに関し、特に、治療光の照射による病変部の治療
に利用可能な内視鏡及び内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野の内視鏡においては、被検者の負担を軽減するために、当該被検者の体腔内に
挿入される挿入部を細径化するための種々の技術が提案されている。そして、このような
技術の一例として、前述の挿入部に相当する部分に固体撮像素子を有しない走査型内視鏡
、及び、当該走査型内視鏡を有して構成されたシステムが知られている。
【０００３】
　具体的には、走査型内視鏡を有するシステムは、例えば、光源部から発せられた照明光
を導光する照明光用ファイバの先端部を揺動させることにより被写体を予め設定された走
査パターンで２次元走査し、当該被写体からの戻り光を照明光用ファイバの周囲に配置さ
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れた受光用ファイバで受光し、当該受光用ファイバで受光された戻り光に基づいて当該被
写体の画像を生成するように構成されている。
【０００４】
　一方、内視鏡観察下で発見された病変部を治療する際の低侵襲化を図るための手法とし
て、例えば、内視鏡観察に用いる照明光とは異なる波長帯域等を有する治療光を当該病変
部へ照射するような手法が近年提案されている。
【０００５】
　そして、例えば特許文献１には、前述の走査型内視鏡に相当するＳＦＥ（走査型ファイ
バ内視鏡）プローブを有するシステムにおいて、当該ＳＦＥプローブの走査範囲内の所定
の領域に対して治療光を照射することが可能な構成が開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に開示された構成によれば、治療光を同時に照射可能な領域が、Ｓ
ＦＥプローブの走査範囲内の比較的狭い領域に限定されていることに起因し、例えば、治
療光の照射による病変部の治療に時間を要してしまう、という課題が生じている。
【０００７】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、治療光の照射による病変部の治
療を従来に比べて短い時間で実施することが可能な内視鏡及び内視鏡システムを提供する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡は、被検体の体腔内に挿入可能な筒形形状を有して形成された
挿入部と、前記挿入部の先端部に設けられ、前記体腔内に存在する被写体を照明するため
の照明光を、前記先端部の前方へ照射するように構成された照明光照射部と、前記先端部
と一体にまたは別体に設けられ、前記体腔内に存在する病変部の治療に用いられる治療光
を、前記先端部の側方または前方における略管状の領域内に同時に照射するように構成さ
れた治療光照射部と、を有する。
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体の体腔内に挿入可能な筒形形状を有して形
成された挿入部と、前記挿入部の先端部に設けられ、前記体腔内に存在する被写体を照明
するための照明光を、前記先端部の前方へ照射するように構成された照明光照射部と、前
記先端部と一体にまたは別体に設けられ、治療光供給部から供給される前記治療光を伝送
する治療光伝送部と、前記治療光伝送部により伝送された前記治療光を、前記先端部の前
方における略管状の領域内に拡散して照射する光拡散部と、を有して構成された治療光照
射部と、前記先端部の前方へ照射された前記照明光の戻り光、及び、前記先端部の前方に
おける略管状の領域内に照射された前記治療光の戻り光をそれぞれ受光する受光部と、前
記受光部において受光された前記治療光の戻り光の強度を検出する光強度検出部と、を有
する。
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体の体腔内に挿入可能な筒形形状を有して形
成された挿入部と、前記挿入部の先端部に設けられ、前記体腔内に存在する被写体を照明
するための照明光を、前記先端部の前方へ照射するように構成された照明光照射部と、前
記先端部と一体にまたは別体に設けられ、治療光供給部から供給される前記治療光を伝送
する治療光伝送部と、前記治療光伝送部により伝送された前記治療光を、前記先端部の前
方における略管状の領域内に拡散して照射する光拡散部と、を有して構成された治療光照
射部と、前記先端部の前方へ照射された前記照明光の戻り光の強度を維持するとともに、
前記略管状の領域内に照射された前記治療光の戻り光の強度を所定の減衰率で減衰させる
ような光学特性を具備して構成されたフィルタ部と、前記フィルタ部を通過した各戻り光
を撮像し、当該撮像した各戻り光に応じた撮像信号を生成して出力するように構成された
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撮像部と、前記撮像部から出力される前記撮像信号に応じた画像を生成して表示部に表示
させる画像生成部と、を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明における内視鏡及び内視鏡システムによれば、治療光の照射による病変部の治療
を従来に比べて短い時間で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図２】図１の内視鏡システムに含まれる走査型内視鏡の先端部の構成の一例を示す図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図。
【図４】図１の内視鏡システムに含まれる本体装置の構成の一例を示す図。
【図５】Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光及びＴ光の波長帯域の一例を示す図。
【図６】第２の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図７】図６の内視鏡システムに含まれる走査型内視鏡の先端部の構成の一例を示す図。
【図８】図６の内視鏡システムに含まれる本体装置の構成の一例を示す図。
【図９】第３の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図１０】図９の内視鏡システムに含まれる走査型内視鏡の先端部の構成の一例を示す図
。
【図１１】図１０のＸＩ－ＸＩ線断面図。
【図１２】図９の内視鏡システムに含まれる本体装置等の構成の一例を示す図。
【図１３】Ｔ光の波長帯域の、図５とは異なる例を示す図。
【図１４】第４の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図１５】図１４の内視鏡システムに含まれる内視鏡の先端部の構成の一例を示す図。
【図１６】図１４の内視鏡システムに含まれる本体装置の構成の一例を示す図。
【図１７】図１４の内視鏡システムの表示装置に表示される画像の一例を模式的に示す図
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００１４】
（第１の実施例）
　図１から図５は、本発明の第１の実施例に係るものである。図１は、第１の実施例に係
る内視鏡システムの要部の構成を示す図である。
【００１５】
　内視鏡システム１Ａは、図１に示すように、挿入部１１及び先端部１１Ａを具備する走
査型内視鏡２Ａと、走査型内視鏡２Ａに接続される本体装置３Ａと、本体装置３Ａに接続
されるモニタ等の表示装置４と、を有して構成されている。
【００１６】
　挿入部１１は、被検者の体腔内に挿入可能な細長の円筒形状及び可撓性を有して形成さ
れている。また、挿入部１１の基端部には、走査型内視鏡２Ａを本体装置３Ａに着脱自在
に接続するためのコネクタ等（不図示）が設けられている。
【００１７】
　図２は、図１の内視鏡システムに含まれる走査型内視鏡の先端部の構成の一例を示す図
である。図２に示すように、挿入部１１の先端部１１Ａには、本体装置３Ａから供給され
る照明光を伝送する照明光用ファイバ１２の光出射側の端部と、被写体からの戻り光を受
光して本体装置３Ａへ導く受光用ファイバ１３の光入射側の端部と、照明光用ファイバ１
２から出射される照明光を集光して先端部１１Ａの前方（あるいは正面）へ照射するよう
に構成された集光光学系１４と、本体装置３Ａから出力される駆動信号に基づいて照明光
用ファイバ１２の光出射側の端部を揺動させることが可能なアクチュエータ部１５と、本
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体装置３Ａから供給される治療光を伝送する治療光用ファイバ５１の光出射側の端部と、
治療光用ファイバ５１の光出射面から出射される治療光を拡散して照射するように形成さ
れた光拡散部材５２と、が設けられている。
【００１８】
　照明光用ファイバ１２の光入射側の端部は、本体装置３Ａの内部に配置されている。ま
た、照明光用ファイバ１２の光出射側の端部は、集光光学系１４の光入射面の近傍におい
て、固定部材等により固定されない状態で配置されている。
【００１９】
　受光用ファイバ１３の光入射側の端部は、先端部１１Ａの先端面における、集光光学系
１４の光出射面の周囲に固定配置されている。また、受光用ファイバ１３の光出射側の端
部は、本体装置３Ａの内部に配置されている。
【００２０】
　治療光用ファイバ５１の光入射側の端部は、本体装置３Ａの内部に配置されている。ま
た、治療光用ファイバ５１の光出射側の端部は、先端部１１Ａの側面と一体に設けられて
いる。さらに、本実施例においては、光拡散部材５２は、先端部１１Ａの側面と一体に設
けられているとともに、本体装置３Ａから供給される治療光を、先端部１１Ａの側面から
先端部１１Ａの外部側方へ拡散して照射するような位置及び角度を有して配置されている
。すなわち、本実施例によれば、光拡散部材５２は、先端部１１Ａの側面に対して所定の
角度をなすように配置されているとともに、先端部１１Ａの先端面（集光光学系１４の光
出射面）から十分に離れた位置に配置されている。
【００２１】
　図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。先端部１１Ａは、図２及び図３に示す
ように、照明光用ファイバ１２、集光光学系１４及びアクチュエータ部１５の各部の外側
を円環状に囲むような位置に複数の受光用ファイバ１３を配設し、さらに、複数の受光用
ファイバ１３の外側を円環状に囲むような位置に複数の治療光用ファイバ５１を配設して
構成されている。
【００２２】
　図３に示すように、照明光用ファイバ１２とアクチュエータ部１５との間には、接合部
材としてのフェルール４１が配置されている。具体的には、フェルール４１は、例えば、
ジルコニア（セラミック）またはニッケル等により形成されている。
【００２３】
　フェルール４１は、図３に示すように、四角柱として形成されており、Ｘ軸方向（紙面
の左右方向）に対して垂直な側面４２ａ及び４２ｃと、Ｙ軸方向（紙面の上下方向）に対
して垂直な側面４２ｂ及び４２ｄとを有する。また、フェルール４１の中心には、照明光
用ファイバ１２が固定配置されている。なお、フェルール４１は、角柱である限りにおい
ては、四角柱以外の他の形状として形成されていてもよい。
【００２４】
　アクチュエータ部１５は、図３に示すように、側面４２ａに沿って配置されたアクチュ
エータ１５ａと、側面４２ｂに沿って配置されたアクチュエータ１５ｂと、側面４２ｃに
沿って配置されたアクチュエータ１５ｃと、側面４２ｄに沿って配置されたアクチュエー
タ１５ｄと、を有している。
【００２５】
　アクチュエータ１５ａ～１５ｄは、例えば、圧電素子を具備し、ドライバユニット２２
から出力される駆動信号に応じて駆動するように構成されている。
【００２６】
　図４は、図１の内視鏡システムに含まれる本体装置の構成の一例を示す図である。本体
装置３Ａは、図４に示すように、照明光供給部２１Ａと、治療光供給部２１Ｂと、ドライ
バユニット２２と、検出ユニット２３と、メモリ２４と、コントローラ２５と、を有して
構成されている。
【００２７】
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　照明光供給部２１Ａは、光源３１ａと、光源３１ｂと、光源３１ｃと、合波器３２と、
を有して構成されている。
【００２８】
　光源３１ａは、レーザ光源等を具備し、コントローラ２５の制御に基づき、図５に例示
するような、６３０ｎｍの中心波長を有する狭帯域な赤色の波長帯域の光（以降、Ｒ光と
も称する）を合波器３２へ出射するように構成されている。
【００２９】
　光源３１ｂは、レーザ光源等を具備し、コントローラ２５の制御に基づき、図５に例示
するような、５５０ｎｍの中心波長を有する狭帯域な緑色の波長帯域の光（以降、Ｇ光と
も称する）を合波器３２へ出射するように構成されている。
【００３０】
　光源３１ｃは、レーザ光源等を具備し、コントローラ２５の制御に基づき、図５に例示
するような、４５０ｎｍの中心波長を有する狭帯域な青色の波長帯域の光（以降、Ｂ光と
も称する）を合波器３２へ出射するように構成されている。
【００３１】
　合波器３２は、光源３１ａから発せられたＲ光と、光源３１ｂから発せられたＧ光と、
光源３１ｃから発せられたＢ光と、を合波して照明光用ファイバ１２の光入射面に供給で
きるように構成されている。
【００３２】
　治療光供給部２１Ｂは、病変部の治療に用いられる治療光の供給源としての機能を有し
、光源６１と、光カプラ６２と、を有して構成されている。
【００３３】
　光源６１は、Ｎｄ－ＹＡＧレーザ光源等を具備し、コントローラ２５の制御に基づき、
図５に例示するような、１０６４ｎｍの中心波長を有する狭帯域な波長帯域の治療光（以
降、Ｔ光とも称する）を光カプラ６２へ出射するように構成されている。すなわち、光源
６１は、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光のいずれとも重複しない波長帯域の光を、Ｔ光として光カプ
ラ６２へ出射するように構成されている。
【００３４】
　光カプラ６２は、光源６１から発せられたＴ光を分岐し、当該分岐したＴ光を複数の治
療光用ファイバ５１の光入射面に供給できるように構成されている。
【００３５】
　ドライバユニット２２は、信号発生器３３と、Ｄ／Ａ変換器３４ａ及び３４ｂと、アン
プ３５と、を有して構成されている。
【００３６】
　信号発生器３３は、コントローラ２５の制御に基づき、照明光用ファイバ１２の光出射
側の端部を揺動させるための駆動信号を生成してＤ／Ａ変換器３４ａ及び３４ｂに出力す
るように構成されている。
【００３７】
　Ｄ／Ａ変換器３４ａ及び３４ｂは、信号発生器３３から出力されたデジタルの駆動信号
をアナログの駆動信号に変換してアンプ３５へ出力するように構成されている。
【００３８】
　アンプ３５は、Ｄ／Ａ変換器３４ａ及び３４ｂから出力された駆動信号を増幅してアク
チュエータ部１５へ出力するように構成されている。
【００３９】
　一方、検出ユニット２３は、分波器３６と、検出器３７ａ、３７ｂ及び３７ｃと、Ａ／
Ｄ変換器３８ａ、３８ｂ及び３８ｃと、を有して構成されている。
【００４０】
　分波器３６は、ダイクロイックミラー等を具備し、受光用ファイバ１３の光出射面から
出射される戻り光をＲ（赤）、Ｇ（緑）及びＢ（青）の色成分毎の光に分離して検出器３
７ａ、３７ｂ及び３７ｃへ出射するように構成されている。
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【００４１】
　検出器３７ａは、分波器３６から出力されるＲ光の強度を検出し、当該検出したＲ光の
強度に応じたアナログのＲ信号を生成してＡ／Ｄ変換器３８ａへ出力するように構成され
ている。
【００４２】
　検出器３７ｂは、分波器３６から出力されるＧ光の強度を検出し、当該検出したＧ光の
強度に応じたアナログのＧ信号を生成してＡ／Ｄ変換器３８ｂへ出力するように構成され
ている。
【００４３】
　検出器３７ｃは、分波器３６から出力されるＢ光の強度を検出し、当該検出したＢ光の
強度に応じたアナログのＢ信号を生成してＡ／Ｄ変換器３８ｃへ出力するように構成され
ている。
【００４４】
　Ａ／Ｄ変換器３８ａは、検出器３７ａから出力されたアナログのＲ信号をデジタルのＲ
信号に変換してコントローラ２５へ出力するように構成されている。
【００４５】
　Ａ／Ｄ変換器３８ｂは、検出器３７ｂから出力されたアナログのＧ信号をデジタルのＧ
信号に変換してコントローラ２５へ出力するように構成されている。
【００４６】
　Ａ／Ｄ変換器３８ｃは、検出器３７ｃから出力されたアナログのＢ信号をデジタルのＢ
信号に変換してコントローラ２５へ出力するように構成されている。
【００４７】
　メモリ２４には、本体装置３Ａの制御を行うための制御プログラム等が予め格納されて
いる。
【００４８】
　コントローラ２５は、ＣＰＵ等を具備し、メモリ２４に格納された制御プログラムを読
み出し、当該読み出した制御プログラムに基づいて照明光供給部２１Ａ、治療光供給部２
１Ｂ及びドライバユニット２２の制御を行うように構成されている。すなわち、アクチュ
エータ部１５は、光走査部としての機能を具備し、前述のようなコントローラ２５の制御
に応じてドライバユニット２２から出力される駆動信号に基づき、被写体へ照射される照
明光の照射位置が所定の走査パターン（例えば渦巻状の走査パターン）に応じた軌跡を描
くように照明光用ファイバ１２を揺動させることができる。
【００４９】
　コントローラ２５は、検出ユニット２３から出力されるＲ信号、Ｇ信号及びＢ信号に対
し、マッピング、ノイズ除去、及び、カラーバランス調整等の処理を施すことにより画像
を生成し、当該生成した画像を表示装置４に表示させるように構成されている。
【００５０】
　続いて、本実施例の作用について説明する。
【００５１】
　内視鏡システム１Ａの各部の電源が投入された後、コントローラ２５は、メモリ２４に
格納された制御プログラムに基づき、光源３１ａ、３１ｂ、光源３１ｃを発光させるため
の制御を照明光供給部２１Ａに対して行い、光源６１を発光させるための制御を治療光供
給部２１Ｂに対して行い、照明光用ファイバ１２を所定の走査パターンで揺動するための
駆動信号を信号発生器３３から出力させる制御をドライバユニット２２に対して行う。
【００５２】
　そして、前述のようなコントローラ２５の制御に応じ、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を混合した
照明光が先端部１１Ａの前方へ照射され、すなわち、先端部１１Ａの前方に位置する生体
組織等の被写体が照明光により走査される。
【００５３】
　また、前述のようなコントローラ２５の制御に応じ、光拡散部材５２により拡散された
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Ｔ光が先端部１１Ａの側方における略管状の領域内に同時に照射され、すなわち、先端部
１１Ａの側方における略管状の領域内に位置する病変組織等の病変部が一度に加熱及び治
療される。
【００５４】
　以上に述べたように、本実施例によれば、先端部１１Ａの側方の広範囲にわたってＴ光
を照射することができる。そのため、本実施例によれば、治療光の照射による病変部の治
療を従来に比べて短い時間で実施することができる。
【００５５】
　また、本実施例によれば、光拡散部材５２が、先端部１１Ａの先端面から十分に離れた
位置に配置されている。そのため、本実施例によれば、例えば、治療光の照射に応じて飛
散した粘液等の異物が光拡散部材５２に付着して焦げたとしても、集光光学系１４から被
写体への照明光の照射に対しては悪影響を及ぼさない。すなわち、本実施例によれば、治
療光の照射を要因とする被写体の観察への悪影響を極力防ぎつつ、病変部の治療に用いる
治療光を広範囲に照射することができる。
【００５６】
（第２の実施例）
　図６から図８は、本発明の第２の実施例に係るものである。
【００５７】
　なお、本実施例においては、第１の実施例と同様の構成等を有する部分に関する詳細な
説明を省略するとともに、第１の実施例と異なる構成等を有する部分に関して主に説明を
行う。
【００５８】
　図６は、第２の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図である。内視鏡シス
テム１Ｂは、図６に示すように、挿入部１１及び先端部１１Ｂを具備する走査型内視鏡２
Ｂと、走査型内視鏡２Ｂに接続される本体装置３Ｂと、本体装置３Ｂに接続される表示装
置４と、を有して構成されている。図７は、図６の内視鏡システムに含まれる走査型内視
鏡の先端部の構成の一例を示す図である。
【００５９】
　一方、本実施例においては、光拡散部材５２は、先端部１１Ｂの側面と一体に設けられ
ているとともに、本体装置３Ｂから供給されるＴ光を、先端部１１Ｂの側面から先端部１
１Ｂの斜め前方へ拡散して照射するような位置及び角度を有して配置されている。すなわ
ち、本実施例によれば、光拡散部材５２は、先端部１１Ｂの側面に対して所定の角度をな
すように配置されているとともに、先端部１１Ｂの先端面に近接する位置に配置されてい
る。
【００６０】
　図８は、図６の内視鏡システムに含まれる本体装置の構成の一例を示す図である。本体
装置３Ｂは、図８に示すように、照明光供給部２１Ａと、治療光供給部２１Ｂと、ドライ
バユニット２２と、検出ユニット２３と、メモリ２４と、コントローラ２５と、ダイクロ
イックミラー６３と、光強度検出部６４と、を有して構成されている。
【００６１】
　ダイクロイックミラー６３は、例えば、受光用ファイバ１３の光出射面から出射される
戻り光のうち、図５に示したような波長帯域のＲ光、Ｇ光及びＢ光を分波器３６側へ透過
させるとともに、図５に示したような波長帯域のＴ光を光強度検出部６４側へ反射するよ
うな光学特性を有して構成されている。すなわち、ダイクロイックミラー６３は、受光用
ファイバ１３の光出射面から出射される光を、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光に相当する波長帯域の
光と、Ｔ光に相当する波長帯域の光と、に分離するような光学特性を具備して構成されて
いる。また、本実施例の分波器３６は、ダイクロイックミラー６３を透過したＲ光、Ｇ光
及びＢ光を各色成分毎に分離して検出器３７ａ、３７ｂ及び３７ｃへ出射するように構成
されている。
【００６２】
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　光強度検出部６４は、ダイクロイックミラー６３により反射されたＴ光の最大強度ＭＴ
１を所定時間毎に検出し、当該検出した最大強度ＭＴ１の情報を順次コントローラ２５へ
出力するように構成されている。
【００６３】
　ここで、本実施例の先端部１１Ｂの構成によれば、光拡散部材５２の配置位置と、集光
光学系１４の光出射面と、が近接していることに伴い、集光光学系１４から照射される照
明光の照射領域と、光拡散部材５２から照射される治療光の照射領域と、が一部重複する
ようになっている。そのため、本実施例の先端部１１Ｂの構成によれば、治療光を照射し
ている組織等の状態をリアルタイムに観察することができる。
【００６４】
　続いて、本実施例の作用について説明する。
【００６５】
　内視鏡システム１Ｂの各部の電源が投入された後、コントローラ２５は、メモリ２４に
格納された制御プログラムに基づき、光源３１ａ、３１ｂ、光源３１ｃを発光させるため
の制御を照明光供給部２１Ａに対して行い、光源６１を発光させるための制御を治療光供
給部２１Ｂに対して行い、照明光用ファイバ１２を所定の走査パターンで揺動するための
駆動信号を信号発生器３３から出力させる制御をドライバユニット２２に対して行う。
【００６６】
　そして、前述のようなコントローラ２５の制御に応じ、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を混合した
照明光が先端部１１Ｂの前方へ照射され、すなわち、先端部１１Ｂの前方に位置する生体
組織等の被写体が照明光により走査される。
【００６７】
　また、前述のようなコントローラ２５の制御に応じ、光拡散部材５２により拡散された
Ｔ光が先端部１１Ｂの前方における略管状の領域内に同時に照射され、すなわち、先端部
１１Ｂの前方における略管状の領域内に位置する病変組織等の病変部が一度に加熱及び治
療される。
【００６８】
　さらに、先端部１１Ｂの前方へ照射された照明光（Ｒ光、Ｇ光及びＢ光）の戻り光、及
び、先端部１１Ｂの前方における略管状の領域内に照射されたＴ光の戻り光が受光用ファ
イバ１３によりそれぞれ受光される。
【００６９】
　一方、コントローラ２５は、光強度検出部６４から出力される情報に基づき、戻り光に
含まれるＴ光の最大強度ＭＴ１と、所望の治療用途（例えば生体組織の切開、蒸散または
凝固等）に応じて設定された閾値としてのＴ光の（中心波長における）強度ＴＨ１と、を
比較する。また、コントローラ２５は、最大強度ＭＴ１と強度ＴＨ１との比較結果に基づ
き、光源６１から発せられるＴ光の強度を強度ＴＨ１に近づけるように調整するための制
御を治療光供給部２１Ｂに対して行う。そして、このような制御が行われることにより、
例えば、先端部１１Ｂと病変部との間の距離が変化したとしても、所望の治療用途に応じ
た好適な強度を具備するＴ光を病変部に照射することができる。
【００７０】
　また、コントローラ２５は、光強度検出部６４から出力される情報に基づき、戻り光に
含まれるＴ光の最大強度ＭＴ１と、Ｔ光が生体組織に与える損傷の度合いに応じて設定さ
れた閾値としてのＴ光の（中心波長における）強度ＴＨ２と、を比較する。また、コント
ローラ２５は、最大強度ＭＴ１と強度ＴＨ２との比較結果に基づき、最大強度ＭＴ１が強
度ＴＨ２を超えたことを検出したタイミングにおいて、Ｔ光の照射を停止させるための制
御（例えば光源６１を消光させる制御）を治療光供給部２１Ｂに対して行う。そして、こ
のような制御が行われることにより、例えば、先端部１１Ｂと病変部とが極度に接近した
としても、Ｔ光の照射を要因とする生体組織の損傷が蓄積される前に、Ｔ光の照射を停止
することができる。
【００７１】
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　さらに、コントローラ２５は、光強度検出部６４から出力される情報に基づいて最大強
度ＭＴ１を報知可能な文字列等の視覚情報を生成し、当該生成した視覚情報と、検出ユニ
ット２３から出力されるＲ信号、Ｇ信号及びＢ信号に基づいて生成した画像と、を併せて
表示装置４に表示させるように動作する。
【００７２】
　なお、本実施例によれば、例えば、戻り光に含まれるＴ光の最大強度ＭＴ１に加え、光
源６１から出射されるＴ光の最大強度ＭＴ２を検出するような構成にすることにより、最
大強度ＭＴ１と最大強度ＭＴ２との比較結果に基づき、光源６１から発せられるＴ光の強
度を調整するための制御が行われるようにしてもよい。
【００７３】
　以上に述べたように、本実施例によれば、先端部１１Ｂの前方の広範囲にわたってＴ光
を照射することができる。そのため、本実施例によれば、治療光の照射による病変部の治
療を従来に比べて短い時間で実施することができる。
【００７４】
　また、本実施例によれば、光拡散部材５２が、先端部１１Ｂの先端面とは異なる面に配
置されている。そのため、本実施例によれば、光拡散部材５２から照射される治療光の照
射に応じて飛散した粘液等の異物が集光光学系１４の光出射面に付着し難く、すなわち、
治療光の照射を要因とする被写体の観察への悪影響を極力防ぎつつ、病変部の治療に用い
る治療光を広範囲に照射することができる。
【００７５】
（第３の実施例）
　図９から図１２は、本発明の第３の実施例に係るものである。
【００７６】
　なお、本実施例においては、第１及び第２の実施例の少なくともいずれか一方と同様の
構成等を有する部分に関する詳細な説明を省略するとともに、第１及び第２の実施例のい
ずれともと異なる構成等を有する部分に関して主に説明を行う。
【００７７】
　図９は、第３の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図である。内視鏡シス
テム１Ｃは、図９に示すように、挿入部１１及び先端部１１Ｃを具備する走査型内視鏡２
Ｃと、走査型内視鏡２Ｃに接続される本体装置３Ｃと、本体装置３Ｃに接続される表示装
置４と、を有して構成されている。
【００７８】
　また、図９に示すように、本実施例においては、病変部の治療に用いられるＴ光の供給
源としての機能を有する治療光供給装置５と、挿入部１１及び先端部１１Ｃを内部に挿通
可能な中空円筒形状及び可撓性を有して形成されたシース部材６と、が内視鏡システム１
Ｃとは別体に設けられている。
【００７９】
　図１０は、図９の内視鏡システムに含まれる走査型内視鏡の先端部の構成の一例を示す
図である。図１０に示すように、挿入部１１の先端部１１Ｃには、本体装置３Ｃから供給
される照明光を伝送する照明光用ファイバ１２の光出射側の端部と、被写体からの戻り光
を受光して本体装置３Ｃへ導く受光用ファイバ１３の光入射側の端部と、照明光用ファイ
バ１２から出射される照明光を集光して先端部１１Ｃの前方へ照射するように構成された
集光光学系１４と、本体装置３Ｃから出力される駆動信号に基づいて照明光用ファイバ１
２の光出射側の端部を揺動させることが可能なアクチュエータ部１５と、が設けられてい
る。
【００８０】
　図１１は、図１０のＸＩ－ＸＩ線断面図である。先端部１１Ｃは、図１０及び図１１に
示すように、照明光用ファイバ１２、集光光学系１４及びアクチュエータ部１５の各部の
外側を円環状に囲むような位置に複数の受光用ファイバ１３を配設して構成されている。
【００８１】
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　一方、図１０及び図１１に示すように、シース部材６の側面側には、治療光供給装置５
から供給されるＴ光を伝送するための複数の治療光用ファイバ５１が、例えば、断熱性の
高い部材により覆われた状態で設けられている。また、図１０に示すように、シース部材
６の側面側の先端部には、治療光用ファイバ５１の光出射側の端部と、シース部材６の側
面に対して所定の角度をなすように配置されているとともに、治療光用ファイバ５１の光
出射面から出射される治療光を拡散して照射するように形成された光拡散部材５２と、が
設けられている。
【００８２】
　そして、本実施例においては、シース部材６の内部に挿入部１１及び先端部１１Ｃを挿
通した状態で位置合わせを行うことにより、治療光供給装置５から供給されるＴ光を先端
部１１Ｃの斜め前方へ拡散して照射するような位置（図１０に示すような位置）に、治療
光用ファイバ５１の光出射側の端部及び光拡散部材５２を配置することができる。具体的
には、本実施例においては、シース部材６の内部に挿入部１１及び先端部１１Ｃを挿通し
た状態で位置合わせを行うことにより、先端部１１Ｃの側面に略沿うような位置であると
ともに、先端部１１Ｃの先端面に近接するような位置に、治療光用ファイバ５１の光出射
側の端部及び光拡散部材５２を配置することができる。
【００８３】
　図１２は、図９の内視鏡システムに含まれる本体装置等の構成の一例を示す図である。
本体装置３Ｃは、図１２に示すように、照明光供給部２１Ａと、ドライバユニット２２と
、検出ユニット２３と、メモリ２４と、コントローラ２５と、ダイクロイックミラー６３
と、光強度検出部６４と、を有して構成されている。また、治療光供給装置５は、図１２
に示すように、コントローラ２５の制御に基づいてＴ光を出射する光源６１と、光源６１
から発せられたＴ光を分岐し、当該分岐したＴ光を複数の治療光用ファイバ５１の光入射
面に供給する光カプラ６２と、を有して構成されている。
【００８４】
　続いて、本実施例の作用について説明する。
【００８５】
　まず、術者等のユーザは、走査型内視鏡２Ｃ及び表示装置４を本体装置３Ｃに接続し、
シース部材６を治療光供給装置５に接続し、さらに、シース部材６の内部に走査型内視鏡
２Ｃを挿通した状態で本体装置３Ｃ及び表示装置４の電源を投入する。
【００８６】
　次に、ユーザは、表示装置４に表示される画像を確認しながら、被験者の体腔内に挿入
部１１を挿入してゆくことにより、当該体腔内の病変部の近傍かつ手前側に位置するよう
に先端部１１Ｃを配置する。
【００８７】
　さらに、ユーザは、例えば、前述のような位置に先端部１１Ｃを配置したまま、シース
部材６をスライドしてゆくことにより、図１０に例示した位置関係となるように、シース
部材６の先端部の位置合わせを行う。
【００８８】
　その後、ユーザは、先端部１１Ｃとシース部材６の先端部との位置合わせが完了した際
に、例えば、所定の入力インターフェース（不図示）を操作することにより、治療光供給
装置５によるＴ光の供給を開始させる。
【００８９】
　ここで、図１０に例示した位置関係となるように、先端部１１Ｃとシース部材６の先端
部とが位置合わせされた状態においては、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を混合した照明光が先端部
１１Ｃの前方へ照射され、すなわち、先端部１１Ｃの前方に位置する生体組織等の被写体
が照明光により走査される。
【００９０】
　一方、図１０に例示した位置関係となるように、先端部１１Ｃとシース部材６の先端部
とが位置合わせされた状態においては、光拡散部材５２により拡散されたＴ光が先端部１
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１Ｃの前方における略管状の領域内に同時に照射され、すなわち、先端部１１Ｃの前方に
おける略管状の領域内に位置する病変組織等の病変部が一度に加熱及び治療される。
【００９１】
　以上に述べたように、本実施例によれば、先端部１１Ｃの前方の広範囲にわたってＴ光
を照射することができる。そのため、本実施例によれば、治療光の照射による病変部の治
療を従来に比べて短い時間で実施することができる。
【００９２】
　また、本実施例によれば、治療光供給装置５及びシース部材６が内視鏡システム１Ｃと
は別体に設けられている。そのため、本実施例によれば、例えば、治療光用ファイバ５１
または光拡散部材５２のいずれかの損傷に起因してＴ光の照射に支障をきたすような状況
になった場合であっても、シース部材６を新しいものに交換することにより、Ｔ光の照射
に支障をきたす要因を簡便に取り除くことができる。
【００９３】
　一方、第１～第３の実施例の構成を適宜変形することにより、Ｒ光、Ｇ光またはＢ光の
少なくとも一部に重複する波長帯域を具備する光（例えば図１３に示すような、５３２ｎ
ｍの中心波長を有する狭帯域な光）を治療光として利用できるようにしてもよい。図１３
は、Ｔ光の波長帯域の、図５とは異なる例を示す図である。
【００９４】
　具体的には、第１～第３の実施例の構成において、例えば、照明光（Ｒ光、Ｇ光及びＢ
光）と治療光とを交互に出射させ、さらに、検出器３７ａ～検出器３７ｃの動作タイミン
グと、Ａ／Ｄ変換器３８ａ～Ａ／Ｄ変換器３８ｃの動作タイミングと、コントローラ２５
による画像生成のタイミングと、（光強度検出部６４による最大強度ＭＴ１の検出タイミ
ングと、）を照明光及び治療光の出射タイミングに応じてそれぞれ同期させるようにする
ことにより、Ｒ光、Ｇ光またはＢ光の少なくとも一部に重複する波長帯域を具備する光を
治療光として利用することができる。
【００９５】
（第４の実施例）
　図１４から図１７は、本発明の第４の実施例に係るものである。
【００９６】
　なお、本実施例においては、第１～第３の実施例の少なくともいずれか一方と同様の構
成等を有する部分に関する詳細な説明を省略するとともに、第１～第３の実施例のいずれ
ともと異なる構成等を有する部分に関して主に説明を行う。
【００９７】
　図１４は、第４の実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図である。内視鏡シ
ステム１Ｄは、図１４に示すように、挿入部１１及び先端部１１Ｄを具備する内視鏡２Ｄ
と、内視鏡２Ｄに接続される本体装置３Ｄと、本体装置３Ｄに接続される表示装置４と、
を有して構成されている。
【００９８】
　図１５は、図１４の内視鏡システムに含まれる内視鏡の先端部の構成の一例を示す図で
ある。図１５に示すように、挿入部１１の先端部１１Ｄには、本体装置３Ｄから供給され
る照明光を伝送する照明光用ファイバ７１の光出射側の端部と、被写体からの戻り光を結
像する対物光学系７２と、対物光学系７２の後段（光出射側）に設けられたフィルタ部７
３と、フィルタ部７３を通過した戻り光を受光するカラー撮像素子７４と、本体装置３Ｄ
から供給されるＴ光を伝送する治療光用ファイバ５１の光出射側の端部と、治療光用ファ
イバ５１の光出射面から出射されるＴ光を拡散して照射するように形成された光拡散部材
５２Ｄと、が設けられている。
【００９９】
　照明光用ファイバ７１の光入射側の端部は、本体装置３Ｄの内部に配置されている。ま
た、照明光用ファイバ７１の光出射側の端部は、対物光学系７２の光入射面の近傍に配置
されている。
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【０１００】
　治療光用ファイバ５１の光入射側の端部は、本体装置３Ｄの内部に配置されている。ま
た、治療光用ファイバ５１の光出射側の端部は、先端部１１Ｄの側面と一体に設けられて
いる。さらに、本実施例においては、光拡散部材５２Ｄは、先端部１１Ｄの側面と一体に
設けられているとともに、本体装置３Ｄから供給されるＴ光を、先端部１１Ｄの斜め前方
であるとともに、照明光用ファイバ７１から照射される照明光の照射範囲内（あるいは対
物光学系７２の視野角（画角）の範囲内）に拡散して照射するような位置及び角度を有し
て配置されている。すなわち、本実施例によれば、光拡散部材５２Ｄは、先端部１１Ｄの
側面に対して所定の角度をなすように配置されているとともに、先端部１１Ｄの先端面（
対物光学系７２の光入射面）に近接する位置に配置されている。
【０１０１】
　フィルタ部７３は、例えば、対物光学系７２を経て入射される戻り光に含まれる各波長
帯域のうち、Ｂ光～Ｒ光に相当する波長帯域（４５０ｎｍ～６３０ｎｍの波長帯域）の強
度を維持するとともに、Ｔ光に相当する波長帯域（例えば１０６４ｎｍ近辺の波長帯域）
の強度を所定の減衰率で減衰させるような光学特性を具備して構成されている。
【０１０２】
　カラー撮像素子７４は、例えば、撮像面（受光面）にＲＧＢのカラーフィルタが設けら
れたカラーＣＣＤ等により構成されている。また、カラー撮像素子７４は、本体装置３Ｄ
から供給される撮像素子駆動信号に基づいて駆動するとともに、フィルタ部７３を通過し
た戻り光を撮像し、当該撮像した戻り光に応じた撮像信号を生成して本体装置３Ｄへ出力
するように構成されている。
【０１０３】
　なお、図示しないが、本実施例においては、先端部１１Ｄの周縁部に照明光用ファイバ
７１が配設され、さらに、照明光用ファイバ７１の外側を円環状に囲むような位置に複数
の治療光用ファイバ５１が配設されている。
【０１０４】
　図１６は、図１４の内視鏡システムに含まれる本体装置の構成の一例を示す図である。
本体装置３Ｄは、図１６に示すように、治療光供給部２１Ｂと、照明光供給部２１Ｄと、
撮像素子駆動部８３と、画像処理部８４と、メモリ８５と、制御部８６と、を有して構成
されている。
【０１０５】
　照明光供給部２１Ｄは、光源８１と、光カプラ８２と、を有して構成されている。
【０１０６】
　光源８１は、制御部８６の制御に基づき、Ｂ光～Ｒ光に相当する波長帯域（４５０ｎｍ
～６３０ｎｍの波長帯域）を具備する白色光（以降、Ｗ光とも称する）を光カプラ８２へ
出射するように構成されている。
【０１０７】
　光カプラ８２は、光源８１から発せられたＷ光を分岐し、当該分岐したＷ光を照明光用
ファイバ７１の光入射面に供給できるように構成されている。
【０１０８】
　撮像素子駆動部８３は、制御部８６の制御に基づき、カラー撮像素子７４を駆動するた
めの撮像素子駆動信号を生成して出力するように構成されている。
【０１０９】
　画像処理部８４は、制御部８６の制御に基づき、カラー撮像素子７４から出力される撮
像信号に応じた画像を生成するとともに、当該生成した画像を表示装置４に表示させるよ
うに構成されている。
【０１１０】
　メモリ８５には、本体装置３Ｄの制御を行うための制御プログラム等が予め格納されて
いる。
【０１１１】
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　制御部８６は、ＣＰＵ等を具備し、メモリ８５に格納された制御プログラムを読み出し
、当該読み出した制御プログラムに基づいて治療光供給部２１Ｂ、照明光供給部２１Ｄ、
撮像素子駆動部８３、及び、画像処理部８４の制御を行うように構成されている。
【０１１２】
　続いて、本実施例の作用について説明する。
【０１１３】
　内視鏡システム１Ｄの各部の電源が投入された後、制御部８６は、メモリ８５に格納さ
れた制御プログラムに基づき、光源８１を発光させるための制御を照明光供給部２１Ｄに
対して行い、光源６１を発光させるための制御を治療光供給部２１Ｂに対して行い、カラ
ー撮像素子７４を駆動するための撮像素子駆動信号を出力させる制御を撮像素子駆動部８
３に対して行う。
【０１１４】
　そして、前述のような制御部８６の制御に応じ、Ｗ光が照明光として先端部１１Ｄの前
方（あるいは正面）へ照射され、対物光学系７２の視野角（画角）の範囲内に位置する生
体組織等の被写体がカラー撮像素子７４により撮像される。
【０１１５】
　また、前述のような制御部８６の制御に応じ、光拡散部材５２Ｄにより拡散されたＴ光
が先端部１１Ｄの前方における略管状の領域内に同時に照射され、すなわち、先端部１１
Ｄの前方における略管状の領域内に位置する病変組織等の病変部が一度に加熱及び治療さ
れる。
【０１１６】
　従って、本実施例によれば、先端部１１Ｄの前方の広範囲にわたってＴ光を照射するこ
とができ、その結果、治療光の照射による病変部の治療を従来に比べて短い時間で実施す
ることができる。
【０１１７】
　また、本実施例によれば、光拡散部材５２Ｄが、先端部１１Ｄの先端面とは異なる面に
配置されている。そのため、本実施例によれば、光拡散部材５２Ｄから照射される治療光
の照射に応じて飛散した粘液等の異物が対物光学系７２の光入射面に付着し難く、すなわ
ち、治療光の照射を要因とする被写体の観察への悪影響を極力防ぎつつ、病変部の治療に
用いる治療光を広範囲に照射することができる。
【０１１８】
　一方、画像処理部８４は、カラー撮像素子７４から出力される撮像信号に応じた画像を
生成して表示装置４に表示させる。図１７は、図１４の内視鏡システムの表示装置に表示
される画像の一例を模式的に示す図である。
【０１１９】
　そして、本実施例においては、照明光用ファイバ７１から照射されるＷ光の照射範囲内
にＴ光が照射されるとともに、被写体からの戻り光に含まれるＴ光に相当する波長帯域の
強度が、フィルタ部７３により減衰されることに起因し、例えば図１７に模式的に示すよ
うに、Ｗ光及びＴ光の両方が照射されている領域と、Ｗ光のみが照射されている領域と、
を視覚的に区別可能な（Ｔ光の照射に伴って生じるハレーションが抑制された）画像が表
示装置４に表示される。すなわち、本実施例においては、現在観察を行っている範囲（対
物光学系７２の視野範囲）のどの部分に治療光が照射されているかを容易に確認すること
ができる。
【０１２０】
　なお、本実施例の構成を適宜変形することにより、例えば、２０００ｎｍ以上の波長帯
域を具備する光を治療光として利用できるようにしてもよい。
【０１２１】
　具体的には、本実施例の構成において、例えば、照明光用ファイバ７１からＷ光を照射
し、当該Ｗ光と同様の波長帯域及び強度を具備するガイド光をＴ光にカップリングした状
態で光拡散部材５２Ｄから照射し、さらに、当該ガイド光の戻り光がカラー撮像素子７４
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で撮像されるように光学特性（減衰率）が調整されたフィルタ部７３を用いることにより
、治療光の照射に伴って生じるハレーションが抑制された画像を生成して表示装置４に表
示させることができ、すなわち、２０００ｎｍ以上の波長帯域を具備する光を治療光とし
て利用することができる。
【０１２２】
　また、本実施例の構成を適宜変形することにより、例えば、生体組織からの戻り光に含
まれ、かつ、フィルタ部７３により減衰される前のＴ光の強度を推定可能なパラメータを
算出するようにしてもよい。
【０１２３】
　ここで、カラー撮像素子７４から出力される撮像信号におけるＲ成分の信号レベルＲＳ
Ｌは、Ｒ光の戻り光の強度に応じた信号レベルＲＳＬ１と、フィルタ部７３により減衰さ
れたＴ光の戻り光の強度に応じた信号レベルＲＳＬ２と、を加算したものになっている。
また、メモリ８５には、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光及びＴ光の生体組織における分光反射率と、フ
ィルタ部７３の減衰率と、を既知の値としてそれぞれ格納させることができる。従って、
例えば、カラー撮像素子７４からの撮像信号が制御部８６に入力されるようにするととも
に、制御部８６が以下のような演算を行うことにより、フィルタ部７３により減衰される
前のＴ光の強度に応じた信号レベルＴＳＬの値を求めることができる。
【０１２４】
　具体的には、制御部８６は、例えば、カラー撮像素子７４からの撮像信号に含まれるＧ
成分の信号レベルＧＳＬをＧ光の分光反射率ＧＲで除算して得られた値にＲ光の分光反射
率ＲＲを乗算することにより信号レベルＲＳＬ１の値を算出し、当該算出した信号レベル
ＲＳＬ１の値を信号レベルＲＳＬの値から減算することにより信号レベルＲＳＬ２の値を
算出し、さらに、当該算出した信号レベルＲＳＬ２の値に対してフィルタ部７３の減衰率
の逆数を乗算するような演算を行うことにより、フィルタ部７３により減衰される前のＴ
光の強度に応じた信号レベルＴＳＬの値を求めることができる。
【０１２５】
　なお、本発明は、上述した各実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【０１２６】
１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　内視鏡システム
２Ａ，２Ｂ，２Ｃ　走査型内視鏡
２Ｄ　内視鏡
３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，３Ｄ　本体装置
４　表示装置
５　治療光供給装置
６　シース部材
１１　挿入部
１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄ　先端部
１２　照明光用ファイバ
１３　受光用ファイバ
１４　集光光学系
１５　アクチュエータ部
２１Ａ，２１Ｄ　照明光供給部
２１Ｂ　治療光供給部
２２　ドライバユニット
２３　検出ユニット
２４　メモリ
２５　コントローラ
５１　治療光用ファイバ



(17) JP 2014-104138 A 2014.6.9

５２　光拡散部材
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１２７】
【特許文献１】特表２０１０－５０１２４６号公報

【図１】

【図２】

【図３】



(18) JP 2014-104138 A 2014.6.9

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】



(19) JP 2014-104138 A 2014.6.9

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】

【図１４】



(20) JP 2014-104138 A 2014.6.9

【図１５】 【図１６】

【図１７】



(21) JP 2014-104138 A 2014.6.9

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4C026 AA01  AA08  BB07  FF03  FF17  FF23  FF39  FF43  FF52  FF53 
　　　　 　　        FF55  GG03  HH02  HH03  HH13  HH24 
　　　　 　　  4C161 FF40  FF46  FF47  HH56  MM10  NN01  QQ07 



专利名称(译) 内窥镜和内窥镜系统

公开(公告)号 JP2014104138A 公开(公告)日 2014-06-09

申请号 JP2012258983 申请日 2012-11-27

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 武井俊二

发明人 武井 俊二

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/26 A61B18/20

FI分类号 A61B1/00.300.H G02B23/26.B A61B17/36.350 A61B1/00.524 A61B1/00.621 A61B1/00.731 A61B1/045.
622 A61B1/07.733 A61B18/18.200

F-TERM分类号 2H040/CA04 2H040/CA11 2H040/CA13 2H040/DA12 2H040/DA43 2H040/GA02 2H040/GA06 2H040
/GA11 4C026/AA01 4C026/AA08 4C026/BB07 4C026/FF03 4C026/FF17 4C026/FF23 4C026/FF39 
4C026/FF43 4C026/FF52 4C026/FF53 4C026/FF55 4C026/GG03 4C026/HH02 4C026/HH03 4C026
/HH13 4C026/HH24 4C161/FF40 4C161/FF46 4C161/FF47 4C161/HH56 4C161/MM10 4C161/NN01 
4C161/QQ07

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

外部链接 Espacenet

摘要(译)

摘要：要解决的问题：提供一种能够通过在比以前更短的时间内照射治
疗光来对病变部位进行治疗的内窥镜。解决方案：内窥镜具有：插入部
分，其形成为具有能够插入到对象的体腔中的圆柱形状;照明光照射部
分，设置在插入部分的尖端部分中，并且照射尖端部分的前部，用于照
射存在于体腔内的照相物体;治疗光照射部分与尖端部分一体地或分开地
设置，并且同时用用于治疗存在于体腔内的病变部分的治疗光照射尖端
部分旁边或前面的近管状区域的内部。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/705d43f5-2711-4af7-a4c1-a3f05ceacbba
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/051026133/publication/JP2014104138A?q=JP2014104138A

